
政

令

本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
四
十
八
号

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
的
年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
の
向
上
を
図

る
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
）の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成

十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
二
条
並
び
に
年
金
積
立
金

管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六

条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
五
項
、
第
十
七
条
の
四
並
び
に

第
二
十
一
条
第
一
項
第
八
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平

成
十
六
年
政
令
第
三
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を「
第
九
条
第
一
項
」

に
、「
準
用
さ
れ
る
」
を
「
適
用
す
る
」
に
改
め
、「
独
立
行

政
法
人
通
則
法
（
」
の
下
に
「
第
九
条
及
び
」を
加
え
る
。

第
十
条
を
第
十
九
条
と
し
、第
九
条
を
第
十
八
条
と
し
、

第
八
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
第
二
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条

を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
通
貨
オ
プ
シ
ョ
ン
）」に
改
め
、

同
条
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
十
一

条
第
一
項
第
八
号
」
に
、「
取
引
は
、」を
「
権
利
は
、
当
事

者
の
一
方
の
意
思
表
示
に
よ
り
当
事
者
間
に
お
い
て
外
国

通
貨
を
も
っ
て
表
示
さ
れ
る
支
払
手
段
の
売
買
取
引
を
成

立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
（
」
に
、「
同
項
第
一
号
」

を
「
同
項
第
三
号
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
第
一
号
」
を

「
同
条
第
二
十
一
項
第
三
号
」
に
、「
と
す
る
」
を
「
に
係

る
権
利
を
除
く
。）と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
）

第
十
五
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
九
号
の
政
令
で
定

め
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
は
、
金
融
商
品
取
引
法
第
二

十
八
条
第
八
項
第
三
号
ロ
、第
四
号
ロ
及
び
第
五
号（
同

項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
取
引
に
類
似
す
る
取
引
に
係
る

も
の
に
限
る
。）に
掲
げ
る
取
引
の
う
ち
、
同
法
第
二
条

第
八
項
第
十
一
号
イ
に
規
定
す
る
有
価
証
券
指
標
（
株

式
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
四
条
を
第
十
二
条
と
す

る
。第

三
条
中「
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人（
以

下
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
一

条
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
条
第
一
号
」
を
「
第

十
三
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
第
一

条
の
次
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。

（
子
法
人
）

第
二
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
一
の
金
融
事
業
者
（
法
第
九
条
第
二
項
第
一
号
に

規
定
す
る
金
融
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
株
主

等
（
株
主
若
し
く
は
社
員
又
は
発
起
人
そ
の
他
の
法
人

の
設
立
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の

議
決
権
（
株
主
総
会
に
お
い
て
決
議
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
項
の
全
部
に
つ
き
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
除
き
、
会
社
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八
百
七
十
九
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
権
を
有
す
る
も
の
と
み
な

さ
れ
る
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
含
む
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
総
数
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る

数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
法
人
を
い
い
、
一
の
金
融
事

業
者
及
び
そ
の
子
法
人
又
は
一
の
金
融
事
業
者
の
子
法

人
が
株
主
等
の
議
決
権
の
総
数
の
百
分
の
五
十
を
超
え

る
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
法
人
は
、
当
該
金
融
事
業

者
の
子
法
人
と
み
な
す
。

（
利
害
関
係
金
融
事
業
者
）

第
三
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
金
融
事
業
者
の
う
ち
管

理
運
用
法
人
役
職
員
の
職
務
に
利
害
関
係
を
有
す
る
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
年
金
積
立
金
管
理

運
用
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
管
理
運
用
法
人
」
と
い

う
。）と
売
買
そ
の
他
の
契
約
（
法
第
十
八
条
第
一
号
に

掲
げ
る
業
務
に
係
る
契
約
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
契
約
」
と
い
う
。）を
締
結
し
て
い
る
金
融
事
業

者
（
管
理
運
用
法
人
役
職
員
（
法
第
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
管
理
運
用
法
人
役
職
員
を
い
う
。
次
条
に
お

い
て
同
じ
。）が
締
結
に
携
わ
っ
た
契
約
及
び
履
行
に
携

わ
っ
て
い
る
契
約
の
総
額
が
二
千
万
円
未
満
で
あ
る
場

合
に
お
け
る
当
該
金
融
事
業
者
を
除
く
。）、
契
約
の
申

込
み
を
し
て
い
る
金
融
事
業
者
及
び
契
約
の
申
込
み
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
金
融
事
業

者
と
す
る
。

◇
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
四
八
号
）（
厚
生
労
働

省
）

１

金
融
事
業
者
の
子
法
人
に
つ
い
て
は
、
一
の
金
融
事

業
者
が
株
主
等
の
議
決
権
の
総
数
の
一
〇
〇
分
の
五
〇

を
超
え
る
数
の
議
決
権
を
保
有
す
る
法
人
等
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

２

利
害
関
係
金
融
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
年
金
積
立
金

管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
と
契
約
を
締
結
し
て
い
る
金

融
事
業
者
、
契
約
の
申
込
み
を
し
て
い
る
金
融
事
業
者

及
び
契
約
の
申
込
み
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
金
融
事
業
者
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関

係
）

３

求
職
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
管
理
運
用
法
人
役
職

員
は
、
氏
名
等
を
記
載
し
た
申
請
書
等
を
任
命
権
者
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
条
関
係
）

４

任
命
権
者
は
、
求
職
の
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
業
務
の
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
求
職
の
承
認
に
際
し
必
要

な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
条
件
に
違
反
し

た
と
き
は
、
求
職
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

５

依
頼
等
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
金
融
事
業
者
再
就

職
者
は
、
氏
名
等
を
記
載
し
た
申
請
書
を
理
事
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
六
条
関
係
）

６

金
融
事
業
者
再
就
職
者
に
よ
る
依
頼
等
の
届
出
は
、

依
頼
等
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
、
氏
名
等
を
記
載
し
た

書
面
を
理
事
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
七
条
関
係
）

７

再
就
職
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
氏
名
等
を

記
載
し
た
書
面
を
理
事
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

８

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
が
行
う
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
つ
い
て
は
、
金
融
商
品
取
引
法
第
二

八
条
第
八
項
第
三
号
ロ
、
第
四
号
ロ
及
び
第
五
号
（
同

項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
取
引
に
類
似
す
る
取
引
に
係
る

も
の
に
限
る
。）に
掲
げ
る
取
引
の
う
ち
、
同
法
第
二
条

第
八
項
第
一
一
号
イ
に
規
定
す
る
有
価
証
券
指
標
（
株

式
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
も
の
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
五
条
関
係
）

９

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
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